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21世紀の夢のある入づくり・

　まちづくりに全力を尽くします

　
昨
年
七
月
、
私
は
多
く
の
市
民
の
信
託
を
受
け
、

二
期
目
の
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
私
は
、
信
頼
さ
れ
る
政
治
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
今
日
、
改
め
て
そ
の
重
責
を
か
み
し
め
、
対
話
と

協
調
を
基
調
と
し
た
市
民
本
位
の
市
政
運
営
に
全
力

で
取
り
組
み
「
う
る
お
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
二
期
目
の
主
要
施
策
を
第
三
次
日
向
市
総

合
計
画
の
基
本
目
標
に
合
わ
せ
て
、
次
の
五
つ
の
重

点
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
推

進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
二
．

三
．

四
．

五
．

魅
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

健
や
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

安
全
で
快
適
な
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

産
業
が
栄
え
若
者
が
定
着
す
る
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り

豊
か
な
人
間
性
と
創
造
的
な
文
化
を
育
て
る
ま

ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
市
長
の
基
本
方
針
〉

2

主
要
な
施
策

都
市
基
盤
の
整
備

　
総
合
交
通
対
策
に
つ
い
て
は
、
懸
案

の
東
九
州
自
動
車
道
の
前
提
と
な
る
延

岡
線
が
、
平
成
六
年
度
に
延
岡
道
路
と

し
て
全
国
で
一
カ
所
、
建
設
省
直
轄
事

業
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
．
．
こ
れ
を
機
会

に
、
東
九
州
自
動
車
道
の
早
期
実
現
に

向
け
て
．
層
の
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
総
合
交
通
網
と
一
体
と
な
っ
た
都
市

機
能
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
ド
水
道
事

業
を
は
じ
め
亀
崎
地
区
及
び
亀
崎
北
地

区
の
ヒ
地
区
画
整
理
事
業
を
継
続
実
施

す
る
ほ
か
、
財
光
寺
南
上
地
区
画
整
理

O

事
業
に
着
手
し
、
国
道
L
ー
ロ
σ
線
の
拡
幅

と
整
合
し
た
交
通
網
の
整
備
や
．
般
道

の
整
備
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
．

　
ま
た
、
ハ
ー
ド
事
業
に
合
わ
せ
て
自

然
と
美
し
く
調
和
す
る
ア
ク
テ
ィ
，
ブ
な
都

市
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
，

　
公
園
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
．
人

当
た
り
の
公
園
面
積
が
約
一
四
・
一
．
平

方
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
し
た
が
、
さ
ら

に
そ
の
施
設
整
備
に
努
め
、
特
に
本
年

度
は
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

や
塩
見
川
水
辺
空
間
整
備
事
業
を
実
施

し
、
ゆ
と
り
あ
る
豊
か
な
生
活
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
．
．

　
次
に
住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

土
々
呂
毛
住
宅
、
永
田
住
宅
の
建
て
替

え
な
ど
を
推
進
し
、
細
島
東
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
住
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
．

　
港
湾
都
市
と
し
て
の
整
備
充
実
に
つ

い
て
は
、
国
、
県
及
び
地
域
の
皆
さ
ん博樹日向市長　三

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
近
代
的
機

能
を
有
す
る
港
湾
と
し
て
整
備
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
一
さ
ら
に
今
後
は
、
．
一
卜

一
世
紀
に
向
け
た
産
業
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
港
と
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
都
市
基
盤
の
整
備
充
実

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
日
向
市
民
の
永

年
の
課
題
で
あ
る
企
業
誘
致
の
た
め
の

条
件
整
備
に
努
め
ま
す
，

市
民
福
祉
の
向
上

　
急
速
な
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
対
応

す
る
た
め
、
こ
の
た
び
策
定
し
た
日
向

市
老
人
保
健
福
祉
計
画
に
沿
っ
て
総
合

的
な
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
．

　
今
年
度
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
に

対
す
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材

事
業
の
育
成
強
化
を
図
る
た
め
、
シ
ル

バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
を
建
設
し
ま
す
．

　
ま
た
、
福
祉
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
日
向
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改

修
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
平
成
七

年
度
開
設
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
．
．

　
障
害
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
中
心
に
環

境
整
備
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

介
護
手
当
等
の
改
善
を
行
い
ま
す
．

　
児
童
母
f
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
寡
婦
医
療
助
成
事
業
を
実
施
す

る
ほ
か
、
乳
幼
児
医
療
助
成
事
業
の
個

人
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
，

　
保
健
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
保

健
、
福
祉
医
療
の
各
関
係
機
関
の
一
体

的
な
機
能
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
健

康
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
ま
す
．

　
な
お
今
年
度
は
、
国
民
健
康
保
険
加

人
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
を
徹
底
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
民
人
間
ド
ッ

ク
事
業
を
実
施
し
ま
す
．
．

州．

生
活
環
境
の
整
備

r
．
レ
．
隔
・

　
謹7　　、　襲

　　　　　　．一、　b　．ξ豊ノ，噌　　4

　　　3月に開通した「たいえい橋」

　
ご
み
処
理
対
策
に
つ
い
て
は
、
処
理

施
設
整
備
の
機
能
充
実
に
努
め
、
特
に

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、
日
向
市

ご
み
減
量
等
推
進
員
を
設
置
し
、
ま
た

収
集
運
搬
シ
ス
テ
ム
の
機
能
化
を
進
め

ま
す
．
．
今
後
は
さ
ら
に
、
日
向
市
ご
み

処
理
基
本
計
画
に
沿
っ
て
住
み
よ
い
生

活
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
．
．

　
な
お
、
し
尿
処
理
対
策
に
つ
い
て
は
、

ド
水
道
の
普
及
率
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

3



事
業
を
促
進
し
な
が
ら
快
適
な
環
境
整

備
を
図
り
ま
す
．
、

　
消
防
・
防
災
行
政
に
つ
い
て
は
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
る
ほ
か
、

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
よ
り
現
状
に

合
っ
た
近
代
的
、
機
能
的
な
消
防
施
設

を
整
備
充
実
し
ま
す
．

　
ま
た
、
交
通
安
全
や
防
犯
対
策
に
つ
い

て
は
、
六
万
市
民
が
安
心
し
て
生
活
一
．
」
き

る
た
め
に
、
日
向
市
防
犯
協
会
や
日
向
市

交
通
安
全
協
ム
と
の
連
携
を
深
め
な
が

ら
．
体
的
な
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
，

加
え
て
、
防
犯
灯
設
置
の
推
進
を
図
り
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
．

　
消
費
者
保
渡
や
環
境
保
金
対
策
に
つ

い
て
は
、
市
民
生
活
を
守
る
基
本
的
な

訊
識
の
も
と
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
ま
す
．

産
業
の
振
興

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

も
引
善
秋
き
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

業
㌧
の
制
度
事
業
を
活
用
し
、
農
道
整

備
事
業
や
農
業
基
盤
の
整
備
を
推
進

し
、
．
一
ト
．
世
紀
の
夢
の
あ
る
農
業
を

目
指
し
ま
す
．

　
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
林
道
開

、
丸
事
業
の
ほ
か
、
ふ
る
夕
心
・
と
林
道
緊
急

郵
備
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
積
、
極
的
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
．

　
ま
た
水
産
某
対
策
に
つ
い
て
は
、
沿

岸
漁
．
未
活
性
化
構
造
改
善
事
業
や
並
型

魚
礁
設
置
を
引
き
統
き
実
施
し
な
が
ら

魚
介
類
放
流
事
業
の
育
成
な
ど
に
努

め
、
新
し
い
時
代
の
水
産
業
の
振
興
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
次
に
、
商
工
業
対
策
に
つ
い
て
は
、

素
目
の
不
況
対
策
と
し
て
中
小
企
業
振

興
融
資
貸
付
金
の
増
額
を
行
い
、
貸
付

枠
の
拡
大
を
講
じ
ま
し
な

　
な
お
、
中
心
市
街
地
の
・
商
業
都
市
機

能
の
近
代
化
を
図
る
た
め
重
要
甲
遺
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
鉄
道
高
架
事
業

は
、
県
の
平
成
六
年
度
予
算
に
調
企
費

一
r
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
．
．
今
後

は
さ
ら
に
、
特
（
疋
商
業
集
積
整
備
事
業

と
一
体
化
を
図
り
な
が
ら
積
極
的
に
そ

の
実
現
に
努
力
し
ま
す
，

、
《
－

　
「
「
冒
　
7

　
ぴ
∵
「
「
，
曹
，
；
卍
、

　　　　　　　　F

需
ぞ

観
光
の
開
発

7月に完成した美砂住宅

　
継
続
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
伊
勢

ケ
浜
海
浜
公
園
整
備
事
業
を
は
じ
め
、

1
1
－
回
サ
ン
パ
ー
ク
整
備
…
事
業
も
い
よ
い

よ
「
力
年
計
画
で
本
格
的
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
海
岸
美
と
自
然

景
観
を
調
和
さ
せ
た
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が

で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
こ
れ
を
機
会
に
入
郷
町
村
と

の
個
性
的
な
観
光
ル
ー
ト
の
設
定
に
つ

い
て
も
さ
ら
に
検
討
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
，

教
育
文
化
の
向
上

　
一
．
十
一
世
紀
の
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
は
、
ま
ず
次
代
を
担
う
酒
づ
く
り
か

ら
取
り
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
る
と
い

う
コ
、
識
か
ら
、
中
央
公
民
館
や
地
区
公

民
館
に
お
け
る
生
涯
教
育
の
推
進
に
努

め
る
ほ
か
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
た
市
民
文
化
の
向
上
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
，

　
ま
た
、
年
次
的
に
実
施
し
て
い
る
学
校

設
備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
日

知
屋
小
学
校
屋
内
運
動
場
や
財
光
寺
小

学
校
の
大
規
模
改
造
事
業
を
は
じ
め
、
小

学
校
＝
．
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
大

規
模
改
造
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
．
そ

の
ほ
か
、
学
校
美
観
事
裳
も
年
次
的
に
進

め
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
．

　
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
事
業
や
埋
蔵
文
化
財
保

存
事
業
を
推
進
し
、
本
年
度
は
市
指
定

文
化
財
西
南
の
役
細
島
官
軍
墓
地
の
修

理
復
元
に
取
り
組
み
、
史
跡
の
保
存
と

観
光
資
源
の
発
掘
に
努
め
ま
す
．
．

　
さ
ら
に
、
図
書
館
の
整
備
充
実
、
国

際
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推

進
、
女
性
行
政
な
ど
に
つ
い
て
も
市
民

の
文
化
手
心
識
の
高
揚
と
人
づ
く
り
を
進

め
、
ま
た
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た

め
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
．
．

暫

『
」

黙
「
　
　
　
罐

鷺
　
＾
≒

水
道
事
業

虚幅調國圏『
　　　パソコン授業（財光寺中学校）

　
地
方
公
営
企
業
の
経
営
の
基
本
原
則

に
基
づ
い
て
、
常
に
企
業
の
経
済
性
を

発
揮
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
本
来
の
目

的
で
あ
る
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
よ

う
事
業
の
運
営
に
努
め
ま
す
．
．

　
本
年
度
も
、
給
水
区
域
の
拡
大
、
水

道
未
普
及
地
域
の
安
定
供
給
を
目
的
に

継
続
事
業
と
し
て
着
手
し
ま
し
た
第
六

次
拡
張
事
業
と
し
て
曇
日
乾
燥
床
築
造

L
事
、
配
水
管
布
設
「
事
、
浄
水
場
の

電
気
設
備
工
事
等
を
進
め
、
合
わ
せ
て

配
水
管
未
軟
．
備
箇
所
の
解
消
」
事
、
施

設
改
良
r
事
、
配
水
管
布
設
工
事
等
を

行
い
、
ま
た
、
有
収
率
向
ヒ
の
た
め
の

漏
水
調
査
も
実
施
し
、
水
道
の
安
定
的

供
給
と
安
全
で
お
い
し
い
水
の
確
保
に

努
め
ま
す
．

4

日
向
市
議
会
報
告

　
平
成
六
年
第
一
回
〔
三
月
定
例
会
）
日

向
市
議
会
が
、
三
月
二
日
か
ら
二
十
二

日
ま
で
の
二
十
一
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
初
日
に
三
樹
市
長
よ
り

六
年
度
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策
が
発

表
さ
れ
た
ほ
か
、
報
告
一
件
、
条
例
九

件
、
事
件
決
議
九
件
、
予
算
十
六
件
の

計
三
十
五
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結

果
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
議
員
提
出
議

案
三
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

五
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し

て
、
－
今
月
号
で
は
、
条
例
の
主
な
も
の

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
向
市
ふ
る
さ
と
農
村

活
性
化
基
金
条
例

資
源
が
持
っ
て
い
る
価
値
を
評
価
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
こ
れ
ら
を
整
備
、
保

全
し
て
い
く
地
域
住
民
活
動
を
支
援
す

る
た
め
に
、
賦
暮
し
た
も
の
で
す
。

日
向
市
空
き
缶
等
散
乱
防
止
に

関
す
る
条
例

　
近
年
、
生
活
様
式
の
多
様
化
、
経
済

活
動
の
進
展
等
か
ら
、
廃
棄
物
の
量
が

増
大
し
、
そ
の
質
の
変
化
が
著
し
く
、

こ
れ
ら
廃
棄
物
の
処
理
が
清
掃
行
政
の

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
．
特
に

消
費
生
活
の
面
で
は
、
使
い
捨
て
商
品

が
氾
濫
し
、
資
源
の
無
駄
遣
い
に
よ
り
、

地
球
環
境
に
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る

と
ユ
．
．
口
わ
れ
て
い
ま
す
，

　
最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
空
き

缶
等
の
ポ
イ
捨
て
に
よ
る
散
乱
で
す
．

　
駐
に
自
動
販
売
機
の
普
及
に
よ
る
缶

飲
料
等
の
販
売
に
よ
っ
て
、
使
用
済
み

の
空
き
缶
等
が
、
所
か
ま
わ
ず
捨
て
ら

れ
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
．
こ
れ
ら
の
防

止
策
と
し
て
、
市
民
及
び
自
動
販
売
機

設
置
者
等
の
モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
る
た

め
に
制
定
し
た
も
の
で
す
．
、

　
こ
の
条
例
の
制
定
に
よ
り
市
民
の
皆

さ
ん
は
、
家
庭
の
外
で
自
ら
生
じ
さ
せ

た
空
き
缶
等
は
、
持
ち
帰
る
か
、
ま
た

は
回
収
容
器
に
収
納
す
る
な
ど
散
乱
の

防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に

よ
り
生
じ
た
空
き
平
等
の
散
乱
を
自
ら

の
負
担
に
お
い
て
防
止
す
る
と
と
も

に
、
環
境
美
化
の
推
進
に
つ
い
て
従
業

者
の
意
識
の
啓
発
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
．

　
事
業
者
の
う
ち
、
容
器
入
り
飲
食
料

を
販
売
す
る
も
の
は
、
そ
の
飲
食
料
を

販
売
す
る
場
所
に
同
収
容
器
を
、
賦
置

し
、
生
じ
た
空
き
缶
等
を
自
ら
の
負
担

に
お
い
て
運
搬
、
処
分
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
，

　
ま
た
、
飲
食
料
を
自
動
販
売
機
（
事

業
所
内
の
敷
地
に
設
置
す
る
も
の
、
小

売
店
舗
の
屋
内
に
設
置
す
る
も
の
を
除

く
）
に
よ
り
販
売
す
る
者
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
そ
の
自
動
販
売
機
ご
と
に
、
住
所
、

氏
名
、
設
置
場
所
等
を
市
長
へ
届
け
出

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す

　
な
お
、
こ
の
条
例
は
、
日
向
：
字
詰

地
区
の
一
市
二
町
五
戸
が
足
並
み
を
そ

ろ
え
て
制
定
し
、
今
年
七
月
一
日
か
ら

施
行
し
ま
す
．
、

馨
、
「
『
講
緬

　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

務
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
人

事
管
理
、
研
修
及
び
事
務
改
善
担
当
課

と
し
て
職
員
課
を
設
置
し
ま
し
た
，

　
ま
た
、
⊥
地
改
良
事
業
、
環
境
整
備

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
耕
地
課
を
、

今
後
さ
ら
に
、
農
業
基
盤
整
備
と
農
村

地
域
の
環
境
整
備
事
業
の
充
実
を
図
る

こ
と
か
ら
、
名
称
を
農
村
整
備
課
と
改

め
ま
し
た
．

日
向
市
農
村
広
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
市
で
は
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

業
に
お
い
て
、
農
村
に
住
ん
で
い
る

方
々
の
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に

農
村
公
園
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
平
成
四
年
度
に
籾
木
公
園
が
完

成
し
ま
し
た
の
で
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
、

　
ま
た
、
今
後
、
農
村
公
園
の
建
設
が

数
箇
所
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

名
称
も
日
向
市
農
村
公
園
条
例
と
改
め

ま
し
た
．
．

　
農
道
、
た
め
池
、
用
水
路
等
の
い
わ

ゆ
る
⊥
地
改
良
施
設
は
、
農
業
生
産
性

の
向
し
と
併
せ
て
、
国
⊥
保
全
や
環
境

保
金
な
ど
の
多
面
的
な
機
能
を
有
し
て

い
ま
す
．
ま
た
、
土
地
改
良
施
設
は
、

こ
う
し
た
役
割
を
通
じ
て
水
と
上
を
保

全
し
、
農
村
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
に

係
る
地
域
資
源
を
育
ん
で
い
ま
す
．

　
こ
の
基
金
は
、
こ
の
よ
う
な
L
地
改

良
施
設
の
多
面
的
機
能
と
併
せ
、
地
域

日
向
市
課
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
れ
ま
で
の
総
務
課
の
所
管
業
務

は
、
庶
務
事
務
を
は
じ
め
国
際
交
流
、

秘
書
、
人
事
管
理
、
研
修
、
事
務
改
善
、

公
平
委
員
会
及
び
選
挙
管
理
委
口
貝
会
兼

務
な
ど
広
範
に
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
．

　
今
後
、
職
員
研
修
及
び
事
務
改
善
業

日
向
市
簡
易
水
道
事
業
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
お
い

て
、
鵜
毛
地
区
の
営
農
飲
雑
用
水
施
設

の
整
備
を
平
成
．
．
一
年
度
か
ら
実
施
し

て
、
今
年
四
月
か
ら
給
水
開
始
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
一

　
こ
の
施
設
の
簡
易
水
道
と
し
て
の
管

理
運
営
を
定
め
た
も
の
で
す
。
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花と緑に包まれて楽しくなりました

本町児童遊園
　SL公園として親しまれているイく町墨田1：遊

園を、2．059万円をかけて整備しました

　幽くなったSしの塗装をはじめ、トイレ、

砂場、遊具警を新設し、全面に：芝を張りまし

た．また、周辺には花を植栽し、心やすまるll∫

街地の憩いの場として生まれ変わりました．

　現在、芝生の養生のため、1’1ち入りできませ

んが、5月の連休からは利用できます

㌧
■

／

鞘5粉．貧‘

曳｝　　　　　　　　　■L

　■甲璽圏敏、一　　’5

鞠耗

撫’1

髪

▲塗装されて

　よみがえったSL

〈トイレも市花の
　“ひまわり”をデザインし

　新しくなりました

　一「■暫　一■■■

弓』ノ

一
こ

．＾． Dこ　．r

ご　　　一
・蹴：慧驚韓難響驚 平成5年度に

▲花と緑に包まれた 「本町児童遊園」
市は、地域経済の振興と活性

業の振興、市民生活の向上と環

したきめ細かな福祉施策の拡充、

スポーツの振興などさまざまな
’

今回、平成5年度に取り組ん

繍繋旛リ ツプ’”「美々津まちなみセン強剛コ 果をご紹介します。

　平成4年度に、近藤華f・さんよりご寄贈い

ただいたlll商家「藤屋」を、2．989万円をか

けて修理復元し、お休み処「美々津まちなみ

センター」として平成5年12月に開所したも

のです，

　美々津を訪れる観光客の憩いの場として活

平成5年度に完成しました
　市は、地域経済の振興と活性化、都市基盤の整備、農林水産

業の振興、市民生活の向上と環境保全対策、高齢化社会に対応

したきめ細かな福祉施策の拡充、教育環境の整備充実と文化・

今回、平成5年度に取り組ん　だものの中からハード事業の成

用されています、

　また、センター内には、2．500万円をかけ

て作った江戸時代末期から明治時代にかけて

の．美々津の町並みを再現した模型があり、当

時を偲ばせています、

7．蓼聴レ 稀　　』一．i懸

こご

襲∴，

燃、

▲水鳥をイメージしてつくられた
　「たいえい橋」（日置屋側から財光

　寺側を見た景観）

日知屋と財光寺を結ぶ架け橋

「たいえい橋」

　町｛利15ユ年1更力・ら耳謬り糸昆んrぐいまづ一H知11結財．

光jj三通線整備事業で、両地区民待望の「たい

えい橋」が完成しました．

　たいえい橋は、総il費15億円、僑長315．6m、

幅14mで「うるおいと生きがいを与．える空間

の創出」をテーマに「水鳥」をイメージしたデ

ザインで、周辺の景観や環境と調和した橋と

なるよう配慮してあります．

　「たいえい」は漢字で「ノく韻」と井き、意味

は「人海」、「おおうなばら」です．

▲憩いの場としてつくら

　れたバルコニー

一：詰鰹‘㌧

“
五

感・

＜▲No．1か日No．20ま

　で変化にとんだアス

　レチックがあります。

　丸太でできたデコ
　ボコ道や、ロープで吊

　られた木を渡るもの

　など、全部回ると大人

　でも汗をかきそう。

　　　　　　　F■蜘・ヤ

▲水鳥を型どり、波を

　表現した高欄

新しくなりました冒険の森

櫛の山アスレチック
　昭和57年に日向青年会議所より寄贈いただ

いた、冒険の森のアスレチックが老朽化した

ため、櫛の山公園整備．事業で、1，912／∫iljを

かけて整備しました、

　アスレチックは、桟橋わたりやロープクラ

イミングなどがあり、市民のスポーツレクリ

エーションの場として活用できます、．

　また、同じ整備．事業で、1．346万Flをかけ

てトイレも新設しました．．トイレは、男」㌃用、

女子用、身障者用があります，

7

▲美々津軒と並び、美々津町並みの入りロで
　観光客を迎える「美々津まちなみセンター」

▲精巧につくられている美々津町並みの模型 ▲駐車場に隣接して設置したトイレ
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日
向
の
顔
と
し
て
の
衝
づ
く
り
二

　　

@　

ｻ
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
の
中
心
市
街
地
は
、
目
豊
本
線
に

よ
っ
て
街
が
東
西
に
分
断
さ
れ
、
道
路

が
狭
い
こ
と
も
加
わ
っ
て
、
交
通
の
混

雑
・
芝
障
を
き
た
し
て
い
ま
す

　
ま
た
、
商
店
街
は
、
自
然
発
生
的
に

形
成
ン
、
・
れ
た
も
の
が
多
く
、
統
．
感
が

な
い
た
め
、
衆
成
熟
な
魅
力
の
乏
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
．
そ
し
て
、
近

年
、
商
店
街
の
近
代
化
の
星
れ
な
ど
か

ら
、
郊
外
型
の
た
型
店
に
押
さ
れ
て
、

商
業
活
動
の
停
滞
が
続
い
て
い
ま
す
．

　
こ
れ
に
危
機
感
を
持
っ
た
商
店
街
の

方
々
が
、
こ
の
現
状
を
何
と
か
し
ょ
う

と
市
や
商
L
会
・
峨
所
と
合
同
で
、
中
心

市
街
地
、
再
開
発
事
業
推
進
の
た
め
の
方

策
研
究
と
合
意
形
成
に
向
け
て
検
討
を

現在の中心市街地

重
ね
て
い
ま
す
．
ま
た
、
商
店
街
に
事

務
所
を
設
け
て
、
街
づ
く
り
の
勉
強
会

を
毎
週
行
っ
て
い
ま
す
，

　
市
は
、
商
工
会
議
所
や
商
業
者
、
地

区
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
早
期
に
「
特
定
商
業
集
積

基
本
構
想
」
を
策
定
し
、
中
心
市
街
地

の
再
開
発
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し

て
い
ま
す
．
こ
の
こ
と
が
、
軒
案
の
鉄

道
高
架
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
．

※
特
定
商
業
集
積
基
本
構
想
…
公
共
施

設
の
整
備
と
．
体
的
に
魅
力
あ
る
商
店

街
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
す
．

．
　
　
　
　
「

、
　
．
、
’

　
P

団
、

1

ご

　　　　　　　　　　　　　　調

事務所で、毎週行われている勉強会

国
保
の
届
け
出
は
2
週
間
以
内
に

　
4
月
は
進
学
、
就
職
、
退
職
等
の
異

動
時
期
で
す
．
現
在
、
国
民
健
康
保
険

の
加
入
世
帯
で
次
の
よ
う
な
異
動
が

あ
っ
た
場
合
は
、
届
け
出
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
．
届
け
出
は
、
忘
れ
ず
に

2
週
間
以
内
に
行
い
ま
し
ょ
う
．
．

進
学
の
と
き
は
…

　
高
校
、
大
学
等
の
進
学
で
日
向
市
を

離
れ
る
方
の
保
険
証
が
必
要
な
場
合

は
、
特
別
に
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
．
．

◇
必
要
な
も
の
1
1
現
在
交
付
さ
れ
て
い

る
国
民
健
康
保
険
証
、
在
学
証
明
書
、

印
鑑

出
稼
ぎ
に
行
く
と
き
は
…

　
住
民
票
を
異
動
し
な
い
ま
ま
短
期

間
、
出
稼
ぎ
に
行
く
場
合
は
、
特
別
に

保
険
証
を
交
仙
し
ま
す
．

◇
必
要
な
も
の
1
1
現
在
交
付
y
・
」
れ
て
い

る
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑

就
職
の
と
き
は
…

　
国
保
加
入
者
の
中
の
．
部
が
就
職
し

て
新
し
く
「
社
会
保
険
」
享
が
で
き
た

場
合
は
、
そ
の
旨
の
届
け
出
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
．
届
け
出
が
な
い
と
、

い
つ
ま
で
も
そ
の
方
の
分
ま
で
保
険
税

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
必
要
な
も
の
1
1
新
し
く
で
き
た
社
会

保
険
証
、
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
国
民

健
康
保
険
証
、
印
鑑

会
社
を
や
め
た
と
き
は
…

　
今
ま
で
、
事
業
所
の
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
た
方
で
、
会
社
を
辞
め
て
ど
の

保
険
に
も
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

必
ず
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
．
、
「
病
気
を

し
な
い
か
ら
」
と
か
、
「
今
は
元
気
で
保

険
証
は
必
要
な
い
か
ら
」
と
い
う
理
由

で
加
入
し
な
か
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
．
．

　
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
国
民

健
康
保
険
へ
の
加
入
は
、
他
の
保
険
が

切
れ
た
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
の

で
、
当
然
、
国
保
税
も
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
一
度
に
多
額

の
国
保
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
病
院
で
の
治
療
費
に
対
す
る
給
付

が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
．

◇
必
要
な
も
の
1
1
離
職
票
、
ま
た
は
社

会
保
険
等
を
喪
失
し
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
証
明
書
、
印
鑑
、
厚
生
年
金
手
帳

　
※
く
わ
し
く
は
、
健
康
管
理
課
国
保

係
（
倉
内
線
2
ユ
5
3
）
、
市
民
課
凹

目
係
唇
内
線
2
ユ
3
3
）
へ
一
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左
門
、
伊
東
ン
。
、
ん
ヒ
松
浦
湿
・
、
ん
ヒ

し
う
ρ
臼
馳
㍉
生
カ
カ
リ
フ
．
・
，
ル
ニ
ア
用

の
ス
ー
パ
ー
の
駐
夏
場
，
「
．
㌦
殺
評
亀
、
れ
ま

し
た
　
凶
器
は
誓
r
た
っ
た
そ
う
’
「
。
㌦

す
　
ま
た
去
年
二
作
年
？
一
、
も

う
、
左
の
切
田
学
生
の
服
部
卸
、
」
ん
は
ゆ

イ
／
ア
ナ
州
で
、
も
の
す
ご
い
誤
解

の
た
め
に
殺
さ
れ
ま
し
た
．
こ
の
事

件
の
レ
一
ち
ら
も
す
ご
い
ー
ー
劇
＼
す
．

私
は
テ
レ
ビ
で
伊
東
y
・
、
ん
ヒ
松
庸
さ

ん
の
こ
両
親
の
記
者
会
見
を
見
ま
し

た
　
か
な
り
搬
医
し
て
平
気
そ
う
に

し
て
い
ま
し
た
カ
、
実
際
は
レ
一
う
い

う
気
持
ち
た
っ
た
「
」
し
ょ
う
か
　
私

は
そ
う
い
う
気
分
を
決
し
て
↑
験
し

た
（
な
い
ヒ
思
い
ま
す

　
こ
の
、
．
つ
の
事
件
は
米
目
曳
起
こ

．
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
一
1
活
人
は

4
、
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
て
も
ア
メ
リ
カ
の

よ
う
に
自
由
に
銃
を
持
つ
駐
r
が
て
き

る
か
レ
・
う
か
私
に
聞
き
ま
す
　
し
か

㌧
　
ナ
，
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ド
」
も

銃
を
二
つ
事
は
で
き
ま
せ
ん
　
筑
を

使
う
た
め
に
は
免
詐
か
必
要
　
ず
．
k
す

そ
の
免
耐
を
取
る
た
め
に
は
わ
別
な

瓦
の
使
い
方
の
川
糠
が
必
要
で
す
．

・〆

A
の
川
株
を
ヒ
r
に
行
え
ば
賞
状
を

i

．
　
一

も
ら
い
ま
す
　
そ
れ
を
敬
鯨
に
捉
出

し
ま
す
が
、
そ
れ
た
け
で
は
免
1
1
1

を
発
行
す
る
か
ど
う
か
は
決
定
ン
・
、
れ

ま
せ
ん
　
ま
た
、
九
を
買
う
に
は
敬
．
　

よ
の
許
可
が
必
要
て
す
　
玩
を
買
っ

た
ら
、
墜
小
目
で
」
の
　
球
キ
「
レ
な

い
ヒ
い
け
ま
せ
ん
　
銃
を
売
る
場
合

も
気
　
の
詩
灯
か
必
要
で
す
　
も
し

r
理
を
…
1
1
〔
い
た
け
れ
ば
、
　
瓦
屋
ン
．
」
ん

に
炊
の
免
扇
を
見
せ
る
事
が
必
要
で

す
．
拳
銃
に
つ
い
て
は
別
ハ
法
律
が

あ
る
の
で
、
父
祭
官
と
警
備
会
社
以

外
は
誓
筑
を
隠
り
て
い
る
尺
は
少
な

い
で
す
．
た
ぶ
ん
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
瓦
の
法
律
は
ア
メ
リ
カ
よ
．
、
－
も
敵

．
し
い
で
し
ょ
う
．

　
そ
れ
・
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
治

O
島
隠

犯
罪

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
誰
で
も
銃
を

持
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

安
は
ど
う
　
「
。
」
し
ょ
う
か
．
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
統
胡
に
よ
れ
ば
、
　
一
九
八

九
年
に
全
国
で
約
軍
配
っ
件
の
殺
人

事
件
が
あ
り
ま
し
た
．
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
人
口
は
一
七
っ
っ
万
人
だ
か

ら
．
．
万
左
に
、
人
が
殺
人
事
件
＼
死

ん
だ
こ
ヒ
に
な
り
ま
す
．
も
ち
ろ
ん

殺
尺
は
法
面
で
も
少
な
す
ぎ
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
日
向
と
比

べ
る
レ
一
こ
の
数
は
レ
一
う
で
す
か
？

　
残
念
で
す
が
、
他
じ
も
い
ろ
い
ろ

な
犯
罪
か
あ
り
ま
す
．
特
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
は
、
ス
ナ
ノ
ク
が
多
い

地
域
で
の
暴
行
が
多
い
こ
す
．
夜
あ

ち
こ
ち
へ
行
く
に
は
．
．
．
、
四
人
を
連

れ
た
ほ
う
が
い
い
’
「
．
」
す
．
夜
盗
と
か

強
盗
も
な
か
な
か
多
い
か
ら
、
家
に

安
全
ダ
備
を
取
り
付
け
た
ほ
う
が

も
っ
と
安
全
て
す
．
怖
い
と
思
う
で

し
ょ
う
が
、
世
界
の
ど
こ
に
で
も
危

険
は
あ
り
ま
す
の
で
、
い
る
場
所
に

関
係
な
く
い
つ
も
気
を
つ
け
た
ほ
う

が
い
い
で
す
．
た
ぶ
ん
日
本
で
も
そ

う
で
し
ょ
う
．
つ
い
最
近
も
、
ヒ
て

も
怖
い
事
件
が
あ
り
ま
し
た
．
例
え

ば
福
岡
の
美
容
師
の
事
件
は
す
ご
く

残
酷
な
殺
人
で
し
た
ね
．
誰
か
▽
下

た
ち
の
二
野
」
と
い
う
映
画
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
そ
の
映
画
の

犯
人
は
被
害
者
の
体
か
ら
肌
を
劉
き

ま
し
た
　
私
は
こ
の
福
岡
の
事
件
を

思
い
出
す
と
、
同
時
に
そ
の
映
画
も

思
い
出
す
で
し
ょ
う
、
こ
う
い
う
事

件
は
わ
殊
’
「
、
・
し
ょ
う
が
、
H
本
の
治

安
は
ど
う
’
「
．
」
す
か
．
．
H
向
の
治
安
は
、

去
年
－
の
．
．
つ
の
殺
尺
事
件
を
除
け
ば

だ
い
た
い
安
へ
し
み
た
い
．
．
夜
に
．
人

。
・
町
を
歩
く
事
が
で
き
ま
す
ま
た
、

多
く
の
人
は
冠
駐
問
車
か
ら
離
れ
る

時
に
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま
せ
ん
．
私

は
こ
れ
を
見
る
度
に
び
っ
く
り
し
ま

す
．
．
も
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
そ
う

い
う
事
を
す
れ
ば
、
車
は
誰
か
に
盗

ま
れ
る
で
し
ょ
う
．
し
か
し
こ
れ
は

日
向
の
治
安
で
す
．
東
京
や
横
浜
や

大
阪
な
ビ
の
人
口
が
多
い
都
↑
虫
．
㌦
は

レ
一
う
＼
し
ょ
う
か
？

　
い
ろ
い
ろ
な
犯
罪
の
種
類
か
あ
り

ま
す
．
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
犯
罪
を

犯
す
理
由
も
あ
る
’
．
㌦
し
ょ
う

　
し
か
し
、
そ
の
理
由
に
関
係
な
く

犯
罪
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
．
被
害

者
や
そ
の
家
族
に
は
い
ろ
い
ろ
な
誇

し
み
や
不
幸
が
発
生
し
ま
す
．
私
た

ち
は
、
そ
の
苦
し
み
と
そ
の
．
不
幸
を

ど
う
避
け
れ
ば
い
い
で
し
ょ
・
・
一
か
．
．

ど
ん
な
方
法
で
自
分
や
家
族
や
友
達

を
保
護
す
れ
ば
い
い
で
し
・
小
う
か
．
．

拳
銃
を
買
う
こ
と
で
そ
の
問
題
を
解

決
で
き
ま
す
か
…
？

日向路だより
【南郷村】

西の正倉院見学コース完成

　西の止倉院の建築状況を　・般

の村民の．ノ∫と観光客に見ていた

だこうと、西の正倉院見学コー

スを設置しました、

　神門神社から始まるこのコー

スには、7つの看板のほか、見学

案内所も設置し木．「品等を販売

します．

サムルノリ公演

　南郷村に訪れる観光客の皆さ

んに、百済の里を満足．していた

だこうと、このゴールデンウゴー

ク期間中に韓国伝統農楽サムル

ノリの公演を行います、

公演期日■5月3・4・5日

　午前11時と’1＝後1時半の2回

【諸塚村】

賑わいました「諸塚村特産品販売」

　3月29日、県庁前の楠並木特

設会場において、諸塚村の特産

品販売が行われました，

　販売品は、生椎茸や乾椎茸、

椎茸を使ったドレッシングやみ

そ・こんにゃくなどで、販売開

始前から長い列ができ、午前中

にほとんど売り切れてしまいま
した。

【椎葉村】

国定公園「茸山」山開き

　片山は九州山地の中央に位置

し、遠くに阿蘇山を望む秀峰で

す、車を降りて1時間ほどで山

頂へ行ける便利さから毎年多く

の登山者が訪れます．

　その山山の山開きを5月8日、

午前9時半から行います。

　参加賞・記念品を準備してお

待ちしていますので、ご家族そ

ろっておいでください，

問い合わせ圏椎葉付企画開発課

　　　　　（含67－3ユ
1 1）
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．
／
権
聯
響

ア
　
　
　
オ
　

　
ピ
　
　
　
と

諺
／
◎

謡
ド／．

、103》

・鯉 旧
　　　，鴨　　 一

一　　＝》㌦
いし　のみ

櫛ノ山の石馨
文化財についての問い合わせば市社会敦育課（君内緯242のへ

　
　
　
　
　
　
　
ま
ナ

　
そ
の
昔
、
高
プ
原
か
㌔
高
て
「
穂
峰

に
降
．
り
て
来
ら
れ
た
神
y
ご
ま
た
ち
は

宮
転
に
向
か
わ
れ
る
途
中
、
櫛
ノ
山

に
立
ち
寄
ら
れ
、
初
め
て
ド
界
を
見

渡
さ
れ
た
ヒ
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

こ
れ
は
、
【
富
島
町
史
一
に
血
球
ン
、
」

れ
て
い
る
神
話
の
．
．
況
で
す
が
、
も

レ
一
も
と
櫛
ノ
山
は
岸
辺
の
小
ン
こ
な
島

だ
っ
た
も
の
が
塩
見
川
の
運
ひ
込
む

L
砂
に
よ
っ
て
陸
地
と
繋
ガ
h
．
、
争

の
よ
う
な
地
形
に
な
っ
た
レ
　
考
え
ら

れ
て
お
．
リ
、
こ
う
し
た
現
象
に
よ
っ

て
延
き
た
地
形
を
「
防
薯
ド
望
レ
一
目

い
ま
す
．
．
こ
の
陸
繋
島
の
代
表
選
f

が
県
内
屈
指
の
観
光
地
と
し
て
知
ら

れ
る
青
島
で
、
こ
こ
が
や
は
．
り
海
¢

彦
と
山
幸
彦
．
の
神
譜
の
舞
台
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
偶
野
㌦
は

な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
．
．

　
さ
　
先
目
の
こ
と
天
す
　
こ
の
．
二

月
　
、
」
岩
脇
中
学
校
を
凪
事
退
職
さ
れ

九
臓
卜
寿
男
先
生
は
［
課
に
な
っ
て

い
る
朝
の
散
歩
の
道
す
が
ら
、
か
ん

ぽ
セ
ン
タ
ー
の
登
口
に
近
い
畑
の
ヒ

の
中
に
少
し
育
み
を
お
ひ
た
四
角
い

石
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け

ま
し
た
．
、
こ
の
石
は
長
さ
5
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
て
囎
が
3
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
足
ら
す
㌃
、
厚
さ
5
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
薄
っ
ぺ
ら
な
石
な
の
て
す

が
、
よ
く
見
る
ヒ
片
方
の
先
が
刃
の

よ
う
に
研
い
で
あ
り
ま
し
た
．
．
じ
つ

は
、
こ
の
石
も
立
派
な
石
器
で
、
材

木
に
穴
を
空
け
る
と
き
に
使
う
「
石

馨
」
と
呼
ば
れ
る
［
具
な
の
て
す

石
墾
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代

に
か
け
て
使
わ
れ
た
石
器
で
、
付
近

の
畑
か
ら
弥
生
土
器
の
破
片
も
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
お
む
ね
そ

の
頃
の
も
の
と
推
定
し
て
も
良
い
で

し
よ
・
つ

　
市
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
木
造
家
犀

の
遺
物
が
ま
っ
た
く
見
つ
か
っ
て
い

ま
ぜ
ん
ご
し
た
．
、
今
回
の
発
見
で
、

私
た
ち
の
先
祖
も
よ
そ
の
町
の
ご
先

祖
と
同
じ
よ
う
に
昔
か
ら
木
造
の
家

に
臼
ん
「
」
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
．
、

藤
川
寿
男
氏
が
発
見
し
た

H

▲初の日向親善大使に

　友好都市中国溝坊市から昨年

の7月に授術研修員として来日

し，9月から本市に居住して西

郷村の県秣業輿合センターて林

業技術を学σ，3月置帰国した

張恒亮さんに、日向親善大使が

委嘱されました、

　張さんは．在日中．市民との交

流をはしめ、中国の風俗文化の

紹介や日向市と漣坊市の友好親

善に取り組みました

　帰国後は、日本て学んだ林業

技術を生かし〔‡〕国の発展に罫く

していただくとともに．∈宣モ

と浅坊市との友好親善の架け橋

として努めていたたくことにな
ります、

　
　
　
、
ド

遣
直

．
，
　
↑

」
7
7
、」

《’94ミスひまわりが決定

しました

今年て5代目一．ゴξ、．ス

ぴまうりの3人へ決まソ．

1臼．三菱」博市長つ’ら委嘱

状わ、交付されましに．

　3人は，この弓年昏、催

し物や齪光PR6とに車切
することになっています

写頁は、左から那須孝専

さん21、吉松美香さ寂
23、二極清美さん27

☆広報ひゆうがに載った写真を差し上げます。

★連絡先／市企画課・広報統計係費52－2111内線2213

高春秋原飯往伊北永
　原　　　　　　　　　　　f1．

松町留町谷還勢町田1．

石和黒田西寺坂綾黒

田田木中野原田部木
ア
キ
エ

気
　
・
．

ぬ
イ
　
」

エ
イ

　
茂

峯利洋ぐ
口

男勝山寛

栄初
栄

　
岩

キ
ヌ
ヨ

セ
　
キ

芋
原
ヒ
ロ
ノ

首
ト
　
父

F
　
　
　

止
ー

タ
ツ
調

理
助

地

区 憂の
喪

主

図
書
館
の
特
別
休
館
の

　
　
　
お
知
ら
せ

　
図
書
館
は
、
6
月
1
日
か

ら
1
3
日
ま
で
館
内
蔵
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

二寄僧
〈敬称略〉

香典返し（鋼31罰

故　　〈社会福祉協議会扱分〉
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講
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▲日知屋一財光寺を結ぶ

　「たいえい橋」が完成

　3月29日に，日知屋地区と財光寺

地区を結ふ「たいえい橋」か完成し、

開通式が行われました，開通式には、

開係者約120人と市民約500人か集

まって橋の完成を祝い、江良町の菊

趣｛‘

地林蔵さん、岩子さん，比良町の新名寅夫さん、初江さんの2組の3代夫婦を先頭に渡

り初めが行われました，また、アトラウションとして峠柴の臼太鼓踊りやもちまきなど

があり賑わいました一

鬼
m

。・　
き
6

献血は心の贈りもの
　　5月のスケジュール

15日日　日向保健所、成分〕　9：30～15：40

19日木大一捺染10：00～11：30

　　　マルショク日向上町店　13：00～16：00

・24日火　九州電力日向電カ所　10：00～13：00

　　　和田病院14：30～16700

26日木日向大丸10：00～13：00

　　　渡辺病院14：30～16：00

3月中の交通事故・日向弾

発　生　死　亡　負傷者　物損事故
21f牛　　　　 ⊂｝ノ、　　　　27ノ、　　　　121f†

〔＋9｝　 し±〔［．　　｛＋6）　　〔＋9，

一止まって確認、無事故に挑戦一

＜交通安全街頭キャンペーン

　4月6日から15日まては、春の全国交

通安全運動てした：．6Bには小雨の中、

三樹市長らが交通安全の祈願を行った
後，日向保健所煽て通口中のトライバー

に「交通安全にご協力ください」とチラ

シとシュースを配りなから呼びかけまし
た、

交

聞
事
故
巡
回
相
談
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月
1
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蕨、噸％≒　凱画
▲おなかの底から叫びました

　大声大会

　毎年恒例の大声大会か、4月

3日，日向岬クリーンパーつで

行われ、子ともから内人まで約
50人か参加しました．

　「うちの車はでっかいそ一」

とか「僕の兄ちゃんは泣きべそ

た一」と叫ぶ子どももいて、会

場は終始笑いに包まれていまし
た、

〈
児
童
向
け
〉

　
▽
ね
ず
み
女
．
場
▽
ゆ
う
び
ん

や
さ
ん
は
だ
れ
？
▽
か
え
る
が

な
く
か
ら
か
一
え
ろ
▽
プ
レ
ゼ

ン
ト
カ
ー
ド
▽
ひ
と
つ
め
の
く

に
▽
み
ず
い
ろ
の
な
が
ぐ
つ
▽

ウ
ミ
ガ
メ
の
浜
を
守
る
▽
田
中

．
止
造
▽
き
つ
ね
の
お
き
ゃ
く
さ

ま
▽
い
の
ち
あ
る
か
ぎ
り
▽
す

み
れ
ほ
い
く
え
ん
▽
赤
ち
ゃ
ん

の
は
な
し
　
　
　
　
　
　
ほ
か

く
一
般
引
田
〉

　
▽
出
園
に
暮
す
（
鶴
田
静
〕

▽
飛
ぶ
男
エ
女
部
公
　
房
）
▽
ア

ム
リ
ダ
〔
吉
本
ば
な
な
）
▽
ガ

無
料
法
律
・
人
権
行
政
相
談

　
　
と
き
■
5
月
1
9
B
木

　
　
　
　
　
　
0
・
O
　
　
E
J
　
　
O

　
　
　
　
　
　
一
・
0
～
－
　
．
0

　
　
と
こ
ろ
■
市
中
央
公
民
館

駈
引

　　いに

で
よ
ノ

ン
再
発
す
（
逸
見
政
孝
・
逸
見

晴
恵
）
▽
シ
ナ
リ
オ
を
つ
く
る

（
山
田
洋
次
・
朝
間
義
隆
〕
▽

銀
河
の
雫
〔
高
樹
の
ぶ
予
）
▽

愉．

ｵ
の
セ
ク
シ
ー
・
ト
リ
ッ
プ

〔
安
積
遊
歩
〕
▽
折
々
の
散
歩

道
〔
水
上
勉
）
▽
遺
留
品
〔
バ

ト
ロ
シ
ア
・
コ
ー
ン
ウ
ェ
ル
）

▽
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ま
で
も
ぐ
り

た
い
（
中
村
紘
．
†
）
▽
女
の
．
．
．
．
口

葉
が
男
を
変
え
る
（
木
下
明
美
｝

▽
ジ
ー
コ
の
リ
ー
ダ
ー
論

（
ジ
ー
コ
）
▽
せ
い
い
っ
ぱ
い

（
上
井
た
か
・
ナ
〕
▽
砂
の
上
の

ロ
ビ
ン
ソ
ン
（
ヒ
野
瞭
）
ほ
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・
開
館
時
間
1
1
平
日
が
午
前
9
時
半

か
ら
午
後
6
時
半
ま
で
。
土
・
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午
前
1
0
時
か
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後
5
時
ま
で

・
休
館
日
1
1
毎
週
月
曜
日
と
毎
月
1

日
、
祝
日
も
。
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團民年盒のはおし

一国民年金の保険料一
　サラリーマンとその配偶者以外の人、、

つまり農業、漁業、自営業などの方と
学生の皆さんは、20歳になれば「第1号

被保険者」として国民年金に加入しなけ

ればなりません。

みんな同じ額です
　国民年金の第1号被保険者の保険料は
定額で、月額11，100円です。（6年4月から）

保険料の免除制度

　障害のある人や、保険料を納めるこ

とが経済的に困難な人は、保険料が免

除される制度があります。学生の皆さ

んには、親の所得も考慮した独自の免
除基準があります。

　くわしくは、市役所年金係（倉内線
2138）まで。

　●保健婦だより●
平成6年度各種検診について

　今年初めに、市内各区に回覧し申し込

みいただきました平成6年度各種検診に

ついてご案内します。

　平成6年度、集団検診（胃ガン、壬宮

ガン）は、春・秋の2回に分けて実施し

ます。検診の約2週間前に、各個人宛に

はがきで通知します、

　その他の医療機関で行われる検診（基
本健康診査、大腸ガン、乳ガン、子宮ガン）

については、今年の月頃実施予定です。

　また、今年度検診の申し込みをしてな

くて希望される方は、日向市民健康管理

センター（君内線2182＞までご連絡く

ださい。

一あなたの健康を守るのはあなた自身一

手数料の改定が行われます

　6月1日から下記の手数料が200円か

ら300円に改定されます。

証明手数料■住民票・戸籍の附票による証

　　　　　　明、所得証明、資産証明など

閲覧手数料■課税台帳、住民票、地図など

作成手数料圏住民票の写し、印鑑登録証、

　　　　　　地図の写しなど

’3

4月から助成制度が改正されました

寡婦医療費助成制度（新設）
　　　一人暮らしの寡婦の方の健康増進と福祉のllll　Lを図るた

　め、入院に伴う医療費の・部を助成することになりました．

◇対象者
　　60歳から69歳までの・人暮らしの寡婦の方で、国民健康

　保険に一人目加入し、また市町村民税が課税されてない方

　です。

　（生活保護法、その他の法により医療費の全額給付．を受け

　ている方を除きますg

◇申請方法
　　「寡婦医療費受給資格一泊」を取得し、「寡婦医療費助成

　金給付申請書」に医療機関で証明をもらい、福祉事務所に

　提出してください。

◇助成金
　．①1ケ月の保険診療の合計額から、人賦した日数に700円を

　　かけた金額、国民健康保険法の規定に基づく払戻額等が

　　ある場合は、その額を控除した額を助成します。

　②助成金は、申請月の翌月の20H頃に請求者名義の目座に

　　振り込みます。

乳幼児医療費助成制度（改正）

　　満3歳までの入院外・歯科及び4歳までの入院に要した

　医療費の一部を助成するものです。

◇改正点
　⊃入院での自己負担金の月額が、2．000円であったのが、

　　1．000円に改善されました。（入院外、歯科については、

　　従来どおりLOOO円の助成を行います。／

　②医療費の助成に所得制限があったものが、無くなりました，．

◇申請方法

　　福祉事務所にあります申請書に、医療機関・薬局で証明

　をもらってください。また、申請は、診療・調剤を受けて

　から1年以内に行ってください。（乳幼児医療費助成制度

　は、母子家庭医療費助成事業より優先されます）

心身障害児介護手当（改正）

　　在宅の心身障害児の介護者に対し介護手．当を支給するも

　ので、従来の重度心身障害児年金の枠を拡大したものです、

◇改正点

　丁特別児童扶養手当1級に該当する障害児の保護者のみに

　　支給されていたものが、身体障害者手帳1級から6級ま

　　で、または、療育手帳A，Bユ，　B2，の交付を受けてい

　　る20歳未満の障害児（者）の保護者に支給されることにな

　　りました。

　ゴ．手当の支給に所得制限のあったものが、無くなりました．

　3．月額3．000円であった支給額が、月額5，000円になりまし

　　た。（ただし、特別児童扶養手当、障害児福祉手当を受
　　給している者については、月額3，000iljです∂

◇申請方法
　　申請用紙を福祉事務所に提出してください。申請いただい

　た翌月からの支給となり、年2同指定の口座に振り込みます＝

※助成制度についてのお問い合わせば、市福祉事務所へ。
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　　　　　　田代さん（21歳）

　　　　　小林歯科医院勤務
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　　鑓，癒
　　　宮崎中華氣功研修会⑪

り発足はいつですか

　昨年の9月です

富高・新町地区の健康づくり推進員連絡会のiモ催

で行われた、健康づくり講演会で中国気功の講演
を聴いて興味を持った者が集まり習い始めたのが
きっかけです

りPRをど’うそ

　現在15名で気功を学んでいます　気功ほ．さま

ざまな病気に効果があると争われています

　講師には、中国福建省の出身で、現在．宮崎た
学教育学部に在学中の黄文泉先生に来ていただい
ています　黄先生は、　一級気功師の資格をお持ち

で勉強のかたわら、各地で中国気功の教室を指導
されています

　健康づくりをお考えの方、　一緒に黄先生の気功

を学んでみませんか
　問い合わせば、黒木和∫㌃1容52－3348｝へ

（
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ナ
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ゃ
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（
2
磯
）

　いま言葉の勉強中なの、

テレビのコマーシャルが大

好きて音楽を聞くたけで何

のCMかすく分かるのよ．

お父さんから一言

　このクリーンパーつのよ

うな広い心の持ち主になっ
てほしいてすね、

日
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　僕の大事な車のおもちゃ

を弟が取ってすくケンカに

なるけと、たまには貨して

あげるんた，

お母さんから一言
　健康なのが一番てすね、、

明るく伸び｛申びと育ってほ

しいてヴ、
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王
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次
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健
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く
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カ
月
）
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市役所は盈52－2111（代表）です。 げ青目報1θあ曇れ自こσれ1
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．
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を
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5月は自動車税を縞める月です

　5月31Bは、自動車税・軽自動車：税の納

期限です．5月上旬に納付書が送付されま

すので、必ず納期限までに納入してください．

〈問い合わせ〉

自動車税■lI［111県税事務所〔含52－418P

軽自動車税■市税務課（倉内線2116｝

一嘗＼

　戸＼　も＼い　フートLノ，

「

自ハラウイズ

⑳㈱
　投票所に出入りする者は、選○人・投票所

の事務に従夢する者・投○所を監視する職権

を有する者及び当該日票官でな○れば入るこ

とができない。　　　　　　　（法第58条）

　上の○にはどんな文字があてはまります
か？答えを八ガ‡に書いて　〒883日向市本

町10番5号　日向市役所選挙管理委員会あて

5月10日までにお出しください。正解者多数

のときは、抽選で3人の方に記念品をさしあ

げます。

　なお、ハガキには住所・氏名・年齢と電話

番号をはっきり記入してください。

　先月号は「挙」「票」「と」が正解で、応募

3人、正解3人でした。次の方に記念品をさ

しあげます。　　　　　　　　　（敬称略）

1三樹ミヨ子（曽根町）2〕黒木雄二（古田町）

3日目キヨ子（庄手）

●
児
童
手
当
を

　
受
給
し
て
い
な
い
方
へ

　
児
軍
手
叱
－
は
、
3
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
．
た
だ
し
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す

◇
対
象
1
1
現
在
、
児
車
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
3
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

◇
必
要
書
類
1
1
印
鑑
と
父
親

（
母
子
家
庭
は
母
親
）
名
義
の
1
1

向
市
内
の
金
融
微
関
の
通
帳
．

◇
期
間
1
1
5
月
2
日
（
月
｝
～
3
1

日
（
火
｝
ま
で

1　しあげます。

　　1三樹ミヨ子（曽根町）

旨黒木キ・子（庄手）

　　、、黒木雄．（灘■

’4

●
平
成
6
年
度
の
市
教
育
資
金

◇
対
象
1
1
市
内
に
居
住
し
、
年

間
所
得
が
一
千
万
円
以
下
の
、

市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
、

子
弟
の
教
育
資
金
が
必
要
な

方
．◇

融
資
額
陸
百
万
円
以
下

◇
返
済
期
間
1
1
7
年
以
内

◇
利
率
1
1
輔
％

◇
申
し
込
み
1
1
宮
崎
県
労
働
金

庵
日
向
支
店

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
教
育
委
員

会
　
学
校
教
育
課
（
酋
内
線
2

4
1
3
一

●
高
齢
者
住
宅
を
お
考
え
の
方
へ

市
で
は
、
今
後
の
高
齢
化
社

下水道課からのお願い
まちにうるおい

正しく使いましょう！みんなの下水道

　下水道は、自然や人々の生活環境をよくするための

公共の財産です。下水道を使用するときは、一人ひと

りが次のことを守ってください。

凸

　台所では、野菜くずやご飯の残り、テンプラ油
やサラタ油などを流さないようにしましよう。

　水洗便所では、トイレットペーパー以外のもの
は流さないようにしましよう。

　下水道には、ガソリン、シンナー、灯油、アルコー

ル類など危険物は流さないようにしましよう。

　マンホールには土砂や廃油、木片などの廃棄物
を捨てないようにしましよう。

　石鹸や無リン洗剤を使うよう心掛けましょう。

1
　
　
　

2
　
　
　

3
　
　
　
4
　
　
　
　
医
」

せ
～
一

ら
（
U

知
’

お
ア
5

ン
A

拍
加

一
〔
〔

メ
（
U

刀
F

ン
～

イ
’

会
に
向
け
て
の
捲
く
口
的
な
住
宅

計
画
の
在
り
方
を
示
す
H
向
市

高
齢
者
住
宅
計
画
を
策
定
し
、

住
宅
の
改
造
例
な
ど
謡
し
く
説

明
し
た
、
賦
計
指
針
や
ビ
デ
オ
を

作
成
し
て
い
ま
す
．
．

　
こ
れ
か
ら
高
齢
者
住
宅
の
建

築
、
増
改
築
を
考
え
て
い
る
方

は
、
お
気
軽
に
市
建
設
課
〔
容

内
線
2
3
4
8
）
に
ご
相
高
く

だ
さ
い
．

　
ま
た
、
ビ
デ
オ
〔
約
1
5
分
〕
に

つ
い
て
は
貸
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

　　　ふれあい相談室
　市民の皆さんのあらゆる相。ソ、に応じ

ている日向市社会福祉協議会のふれあ

い相議室に直通・三碧が設鷹されまし

た、ご利用ください、

ふれあい相談室　麿52－101（，
　　　の　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　ロ

　　（いつもふれあいいろいろ相談）

●
固
定
資
産
税
の
路
線
価

　
の
公
開

　
市
で
は
、
固
定
資
産
税
の
評

価
の
基
礎
と
な
る
標
準
宅
地
の

路
線
価
等
を
公
開
し
ま
す
．
．

　
固
定
資
産
税
路
線
価
表
示
台

帳
、
位
置
図
を
市
税
務
課
に
設

置
し
ま
す
の
「
」
ご
苑
く
だ
さ
い
．

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
、
糟
准
卜
宅
地
の
所
在
及

び
位
置
は
、
お
お
ま
か
に
し
か

表
．
恥
し
ま
せ
ん
．

◇
対
象
地
目
1
1
宅
地

◇
対
象
範
囲
1
1
樽
準
宅
地
（
2

3
1
地
点
）
の
路
線
価
ま
た
は

単
位
当
た
り
価
格

◇
開
始
時
期
1
1
4
月
2
1
日
か
ら

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
税
務
課

〔
含
内
線
2
1
1
4
｝

ぼ
し
ゅ
う

●
第
1
9
回
日
向
市
美
術
展
覧
会

◇
会
期
博
6
月
4
日
～
1
2
日

ハ
ム
耳
場
1
1
日
向
詰
開
屋
3
階
ホ
ー
ル

◇
募
集
作
品
一
絵
画
・
彫
塑
・

劇
H
∴
与
真
・
L
什
云
・
グ
ラ
フ
で
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン

◇
応
募
資
格
1
1
目
向
市
内
在
住

者
、
日
向
市
出
身
者
並
び
に
日

向
市
内
の
事
業
所
、
学
校
に
通

勤
通
学
し
て
い
る
者
．
ま
た
、

門
川
町
、
東
郷
町
、
西
郷
村
、

南
郷
村
、
北
郷
村
、
諸
塚
村
、

椎
葉
村
在
住
者
．
．
田
早
生
に
つ
い

て
は
高
校
生
以
ヒ
と
す
る
．
．

◇
規
定
1
1
絵
画
　
額
装
、
わ
く

張
り
と
し
、
油
彩
、
日
本
画
に
つ

い
て
は
2
0
号
以
上
㎜
号
以
内
．
、

彫
塑
／
重
］
．
里
が
㎜
㎏
以
内
で
底

面
積
は
2
肛
以
内
、
壁
面
積
は

㎜
号
以
内
の
出
品
者
が
搬
入
可

能
な
も
の
．
書
　
仕
切
寸
法
で

半
切
以
ヒ
ー
6
．
船
方
尺
以
内
．
た

だ
し
、
て
ん
刻
は
印
影
の
み
で

吋
．
写
真
　
単
写
真
は
四
つ
切

り
以
上
全
紙
ま
で
、
連
写
真
は

半
切
、
ま
た
は
全
紙
3
枚
以
内

に
ま
と
め
る
こ
と
。
組
写
真
は
、

90

p
×
圃
㎝
以
内
の
わ
く
に
ま

と
め
る
こ
と
と
し
、
1
枚
の
大

き
さ
は
四
つ
切
り
以
し
と
す

る
一
作
品
は
、
白
里
∵
カ
ラ
ー

と
も
に
同
一
扱
い
で
パ
ネ
ル
張

り
並
び
に
額
装
（
ア
ク
リ
ル
使

用
）
と
す
る
，
工
芸
　
平
面
作

品
は
4
，
酊
以
内
と
し
、
立
体
作

品
は
出
品
者
が
搬
入
可
能
な
作

品
に
限
る
一
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
　
B
全
判
、
厚
さ
5
㎝

以
内
．
．
1
枚
－
占
…
扱
い
⊃
既
存
一

商
品
社
名
な
ど
は
厳
禁
．

※
い
ず
れ
も
ガ
ラ
ス
張
ー
ー
は
不

◇
出
品
数
・
出
口
o
o
料
1
1
1
部
門

－
入
3
点
ま
で
で
、
2
点
ま
で

は
2
千
円
、
3
点
は
2
千
5
．
白

丁
．
⊥
尚
校
生
は
1
人
5
百
円
、

◇
賞
1
1
市
民
大
賞
3
点
丁
部

門
1
点
）
特
選
6
点
（
1
部
門

2
点
）
准
「
自
選
9
点
（
1
部
門

3
点
）
日
向
市
文
化
連
盟
会
長

賞
3
点
〔
1
部
門
1
点
）
奨
励

轡
貝
　
（
い
日
干
－
占
…
粘
処
）

※
入
選
作
品
目
ヒ
を
展
示
し
ま

す
．
、◇

申
し
込
み
1
1
作
品
の
山
人
と

同
時
に
行
い
ま
す
，
出
品
票
を

添
え
て
5
月
鍵
日
、
6
月
1
日

の
竿
前
1
0
時
か
ら
午
後
7
時
ま

で
に
日
向
寿
屋
3
階
ホ
ー
ル
に

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
．
．

◇
問
い
合
わ
せ
ー
ー
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
（
容
内
線
2
4

2
5
）
へ
、

●
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金

　
企
業
に
採
用
さ
れ
た
後
、
業

務
災
害
・
疾
病
な
ど
（
理
由
不

問
）
の
た
め
に
中
途
障
害
者
と

な
っ
た
従
業
員
の
雇
用
の
継
続

を
図
る
制
度
で
す
．

　
中
途
障
害
者
の
た
め
の
作
業

施
設
設
置
・
設
備
購
入
改
苫
、

こ
の
ほ
か
、
職
務
開
発
・
訓
練

指
導
な
ど
職
場
適
応
措
置
を
行

う
事
業
主
に
助
成
金
を
支
給
し

ま
す
，

　
申
請
期
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
場
合
は
至
急
最

寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
、
ま

た
は
浄
宮
崎
県
障
害
者
．
雇
胴
促

進
協
会
（
含
0
9
8
5
匁
9
0

5
2
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
宮
崎
県
育
英
資
金
の
奨
学
生

◇
申
込
資
格

　
〔
夢
本
人
の
生
計
を
主
と
し
て

維
持
す
る
人
が
県
内
に
居
住
し

て
い
る
こ
と

　
【
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
大
学
ま
た
は
短
期
大
学
に

在
学
し
て
い
る
こ
と

　
【
⑤
特
別
会
計
の
奨
学
生
に

あ
っ
て
は
、
L
業
に
関
す
る
学

科
、
理
工
系
の
学
部
ま
た
は
学

科
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と

◇
申
込
方
法
1
1
関
係
書
類
を
、

学
校
長
を
経
由
し
て
県
教
育
委

員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
限
1
1
5
月
1
3
日
必
着

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
県
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
（
君
0
9
8
5

節
i
1
1
1
）

●
「
ふ
る
さ
と
環
境
教
室
」

　
の
実
行
委
員

　
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い
て

学
習
す
る
「
ふ
る
さ
と
環
境
教

室
」
を
今
年
も
7
月
か
ら
開
設

し
ま
す
．

　
そ
こ
で
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

づ
く
一
／
や
参
加
者
募
集
な
ど
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
．
、

　
環
境
問
題
に
関
心
を
も
っ
て

い
る
歪
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構

で
す
．
、

　
5
月
1
5
日
ま
で
に
市
教
育
委

員
会
　
社
会
教
育
課
〔
費
内
線

2
4
2
3
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
．

’5



レ市政ニュース・行事は市政テレホンサービス君52－2000へ

1

　　プリソジはその構造ヒ、晋通の歯

　ブラシだけではきれいに掃除できな
旨い部分があります咽斜線講　歯

i肉のしに出ている歯の部分は食事の

　ときに食べ物があたるし、【看．や頬と

　こすり合うことで自然の掃除が旨く

　できますが、ブリソジのポンチィク

　といわれる歯根のない部分の歯肉側

　は自然の掃除かできませんそれで、

　この部分には必ずプラークがつく

　し、普通の歯ブラシによる手入れだ

　けでは容易にきれいになりません

　それで支えとして用いられた歯のポ

　ンティクに隣り合った歯根が虫歯に

　なったり　1図黒色の部分i、歯周炎

　を起こすことになります

　　このポンチィクの部分を清掃する

　のに有効なのが「歯問ブラシ｛スー

　パーなどでも市販されています1」

　です　つまようじにブラシの毛が生

　えたものと考えてください　これを

　歯の問やポンチィクの下に突っ込ん

　でピストン運動をしてプラークを取

　り除くのです．

　　ブリ．ノジは歯を、それも健康な歯

　さえ削って作る則れ歯なのです虫

　歯や歯周炎に対する用心が肝要で

　すメンテナンスをしっかりすれば
1　機育旨白りにも、f吏用感も二二；義i粛に

　勝っているブリフジを艮持ちさせる

　ことかできるのです

匡・＾ユ　ムρ
L壁ρゾ蟄◎
／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　歯科医師会だより
　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　19．

ll’開

　舌打　催
　■と　き

　■ところ
又．

　　○乳幼児の健康診査
　3か月児健診（毎月第2・4金曜日）
日　　日与ぐ’5月13日、　27日　　　　13：00～13：30’受f寸』

二二　 二二◇日lrりrlf健と｝ξ管f二丁；：．〔乏｝r勺辛泉2181・2182♪

対　象◇弔成6年2月生まれ

　7か月児健診（毎月第3金曜日）
【1時◇5月2〔1日　　　　　13：00－14：00受／l．

土易　　けア◇・日1自J1†「健膚ξ争筆理ll．〔倉1黒糸泉2181・2182）

女↓　弩ミ◇gi勺戊5年1〔〕月’1モまオし

　1歳児健康相談（毎月1回、誕生の翌月）
【1　　旨寺◇5／111日｛オく）　　　　　　13：00～14：〔）0’受f寸’

場　所◇日向市健康管理1：「〔容内線2181・2182）

対　象◇平成5年4月生まれ

　1歳6か月児健診（毎月1回、誕生の翌月）

ii時◇5月18日〔水l　　　l3：00～14：00受付’

場　　 両子◇lllrlj硅f高石ξ管幽翠妊tlゴ〔燈rノ勺辛泉2ユ81・2182〕

対　象◇gF成4年10月生まれ

　3歳児健診（毎月第1金曜日）

i
目
勿
↓
」

一
1
～
叉

i時…◇5月6日〔くiセ）　　　13：｛）0～14：00受イ↓

Fサ董◇．illrljI†了健康孝鳶；理～：．〔容1勺辛泉2181・2182）

象◇平成3年1月生まれ

05月の休日在宅医

3か月児・7か月健康診査
・身体1汁測｛身長・体重，

・問　　診
（保健婦が、お母さんから乳駐の建達につ」．て，聞き取・iをします）

・小児科医診察
・集団指導
画一棊養llら1’：ぞ’”讐攣）

1歳児健康相談
・身体計測　　・問診
・育児相論育焦務擁、二つ；く

・栄養指導

下綴罷磁轟1）

1歳6か月児・3歳児健康診査

・身体計測・問診・吋科診察

・歯科診察・集団指導

呼母子健康手帳も忘れずにノ

，

親子映写会

計ちや・んと

　僕たちのスクラム
　　　1：劇映画・48分1

市中央公民館・日向入郷ライブラリー

5月18日（水）19：00～

市中央公民館　視聴覚室

　　　　　　　　　ノ’

納税メモ（5月）

凸固定資産税　　　1期
　軽自動車税　　　　全期
　一納税で住みよい日向のまちづくり一．

＿　　　．．．　　　　　　．一
／．． @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＼

人口と世帯　1・．1　．」・1は・旨、1は

IH7帯　数　　19，872田ン昌｝　．一18

人　　　口　　58．唄2人　　一Uけ

　　　甲斐医院〔外・胃腸科倉轟50001　児k医院〔小児科容融lH
　　　2530，　　安剖ニレミ院　　qノゴ　・fノ首環著浮手十倉詔．4788♪

・日…羅i惣幽急翻≧iタ鵬翻翫驚勺科〔1勺●

　　　．三股病院（内・外・整外・胃腸科容謡．003畠　尾崎ll艮科（容

4日　～三．560〔D　今給黎1ケξ院〔内・循環器科君員2459）　寺尾医院

　　　　〔外・産婦人科麿卵1447，

　　　渡辺病院〔産婦・泌尿器科倉57101D　天生堂医院　（内・整

5日　外・麻酔科倉請8910）　吉田汐‘院　（内・小児・放射線科燈a

　　　・工4（lD　武富医院〔皮膚科闘争．5522）

　　　千代田病院　〔内・神内・放・理学診療・外・二二・胃腸・
8日　皮・麻酔科含53．711P　一：木医1；完（産婦・外・胃腸・放射線

　　　f十歴再　44681　1龍炸病1；完　q勺・精神科容：㌍　24091

　　　柳田医院〔産婦人手：干費読．29501　田中医院〔内・小児科倉詑．
15日
　　　2515）　　t無口口引埼1続三　〔半青き申　・｛τ申宗釜手千酋≦1　2806｝

22日購瓢慣例鞭犠灘1塾欝院〔内●胃
　　　古賀内科胃腸性〔含⑫8118）　長田医院〔耳鼻・Hl大1喉科容魂1

29日　02661大久保医「完　〔外・胃腸科805338｝白石病院（内・

　　　放・呼吸器認容6313651

ノ

女

27．212　ノ、　　．一21i

3け，δ3〔1人　　　196

※当番医が変わることがあります，テレホンサービス（費53－1214）で確認を。

‘

！．．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、

　　ピリオド　　　　・㊥
　　3月29日、待望のたいえいf喬の開通式て■F成
　5年度も終わり、L卜成6年度がスタートr＿ました

　争年度も広服で皆さんに市の施策等を分か〕やす
　くお知らせしたいヒ思います
　　ご意：見ご要望なピありましたら広服係へ　　［Y］
＼．　　一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

■平成6年4月20日発行■編集日向市企画課広報統計係〒脚日向市本町10番5号君0982理2m■印刷藤屋写真印刷株式会社
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